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地域安全科学部門　危機管理・災害復興分野

1707年宝永地震と浜名湖北部地域の沈降

矢田　俊文

1．はじめに

　本稿の目的は，宝永4年（1707）10月4日に起った宝永地震により浜名湖北部の気賀伊目村が沈降した

こと，さらに，その沈降地域のその後の状況を明らかにすることにある．　

　宝永地震により遠江地域の土地が隆起し地形が変化したことは，地質学の津波堆積物の研究により実

証されている1）．地震による土地の隆起・沈降等の明らかな変化は文書によっても確かめることができ

るのではないか．本稿では文書によって浜名湖北部地域の地形の変化を明らかにする．

2．浜名湖の沈降と史料

　2では，宝永四年（1707）10月4日，南海トラフ周辺で起った地震により，浜名湖北部地域が沈降した

文書（史料1，国文学研究資料館所蔵気賀宿文書）を検討する．

　史料1は，表紙に「宝永四年亥十月四日大地震ニ付気賀村田地亡所諸書留之控」とある冊子に書写さ

れた文書である．史料1の「乍恐口上書を以奉願上候事」の日付は，地震が起った翌年の宝永5年3月と

ある．文書は3カ条からなり，第1条目に，気賀村は本高2600石余のところであるが，去年宝永4年10月4

日大地震の津波で，田畑1700石余が荒地になり今も潮が引かない．すこし潮が引いても田地がゆり下げ

られ，2尺浜名湖の水の下になってしまった．このままでは荒れ地となり今まで通りに百姓は生活しが

たく，飢え死にするしかない，と記されている．

　気賀村百姓の田地がゆり下げられ，2尺浜名湖の水の下になってしまったという説明は正しいのであ

ろうか．

3．1707年宝永地震と浜名湖北部気賀伊目村の沈降

　3では，宝永地震の50年後の宝暦6年（1756）10月に作成された気賀伊目村の村明細帳の写（史料2，

気賀伊目村白柳家文書，静岡県立中央図書館歴史文化情報センタ―架蔵写真帳）を検討する．

  史料2により気賀伊目村の村高の内のそれぞれの引高の割合を検討すると，村高の約80パーセントが

田方海成荒地となっていることがわかる．この田方海成荒地とはどういうものなのであろうか．

　史料2の田方海成荒地について記された箇所を検討すると，宝永4年10月の地震で浜名湖の水下になり，

その後も高潮の時には水下となってしまい，耕作ができない田地であることがわかる．

　すでに史料1によって，気賀村が1707年宝永地震によって土地が沈降し，田地が浜名湖の水面下になっ

てしまったことを記した史料が存在することを確認している．宝永地震から50年後に作成された伊目村

明細帳（史料2）によると，沈降した土地はいまだもとに戻らず，村高の約80パーセントの田地が高潮

の際には浜名湖の水面下になってしまうことが確認できた．史料1と史料2によって，気賀村が1707年宝
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永地震によって土地が沈降したことが確認できる．

4. まとめ

　以上，南海トラフ周辺で起った1707年の宝永地震による浜名湖北部の地形変化について検討した．本

稿で明らかにしたことは次の2点である．

　①�浜名湖北部地域気賀伊目村の約80パーセントの田地が1707年の宝永地震によって沈降した．

　②�沈降した気賀伊目村地域は，宝永地震から50年後の1756年になっても高潮の際には浜名湖の水面下

になるなど，地震前の地形に戻っていない．

　すでに地質学・考古学等の研究で，地震による土地の隆起・沈降は明らかにされている．しかし，地

震による土地の隆起・沈降は地質学・考古学によってのみ明らかになるのではなく，文書によっても明

らかにできる．

　本稿では地形の変化を文書によって明らかにした．自然の変化は歴史学の方法によって明らかにする

ことができるのである．
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